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第 ５ 号 

   熊本県手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

 熊本県手数料条例の一部を改正する条例を次のように制定することとする。 

  令和３年９月１０日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   熊本県手数料条例の一部を改正する条例 

熊本県手数料条例（平成１２年熊本県条例第９号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項第２５９号中「検査（」の次に「牛海綿状脳症の検査を除き、」を加え、

同号クを削り、同号の次に次の１号を加える。 

(259)の 2 家畜伝染病予防法第４条の２第５項、第５条第１項又は第３１条第１項の

規定に基づく家畜の検査（牛海綿状脳症の検査に限り、同法第５条第１項の規定に基

づく家畜の検査にあっては、監視伝染病の発生を予防するためのものに限る。） 

 牛海綿状脳症検査手数料 １頭につき ４，５００円 

 第２条第１項第２６１号中「第３１条第２項」を「第３１条第３項」に改める。 

 第３条の表第２条第１項第６４４号の３、第６４６号、第６５０号の３及び第６５７号

の手数料の項の次に次のように加える。 

 第２条第１項第２５９号の手数料（家畜家畜の検査を受け納付すべき手数料 

 伝染病予防法第５条第１項の規定に基づようとする者  の額を通知した日 

 く家畜の検査（ヨーネ病の検査に限る。）        から１５日以内 

 に限る。） 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。ただし、第２条第１項第２６１号の改

正規定は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際現にされている申請等に対する改正前の熊本県手数料条例第２条

第１項に掲げる事務に係る手数料については、なお従前の例による。 

 （熊本県収入証紙条例の一部改正） 

３ 熊本県収入証紙条例（昭和３９年熊本県条例第２４号）の一部を次のように改正する。 

  別表第１手数料の項第２４１号から第２４３号までを次のように改める。 

241 牛海綿状脳症検査手数料 

242及び243 削除 

  別表第１手数料の項第５７５号及び第５７５号の２を次のように改める。 

  575及び575号の 2 削除 
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 （提案理由） 

家畜検査手数料等の徴収方法の見直しに伴い、関係規定を整備する必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 

 


